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ねている。染色では、様々な染料を用いて上杉本の暗青色に近い色調を再現した膨大なサンプルを熟覧調査
で照合した。また、上杉本とサンプルの赤外線撮影を通して染料と重ね染めの技法を推定した。張り込みに
おいては、通常の絹枠に張ることが困難な綾織りの絹を木枠に紐でトランポリン状に張り込む方法を採用し
ている。さらに起伏の大きな織りを平滑にするために、ドーサ引きの後に石で研磨する方法を採用した。転
写においても、通常の絵絹のような透過性のない綾織りの絹に適した念紙法を採用し、転写法に整合性のあ
る下図を作成した。転写像の描き起こしにおいては、溝引きで直線、分回しで円といった幾何形を描き、仏
尊像を軽やかなフリーハンドで描くという線質の違いが再現された。これら入念な実証実験や熟覧調査によ
って選択された作画技法を総合して上杉本の想定復元模写が完成できたことは、綾織りの絹に描かれた絵画
全般の考証にも参照すべき成果として評価できる。また、熟覧調査によって上杉本の綾織りが先行研究で報
告されていた亀甲紋ではなく、草花紋の一種（鄭慧善は宝相華紋とする）であることを確認したことも、上
杉本の制作背景を研究するための貴重な情報を提供するものとなった。 
博士審査展において鄭慧善の想定復元模写は、敢えて掛軸に仕立てずに枠張りの状態で展示されたが、そ
れは綾織りに特有の作画工程を効果的に可視化したものであり、研究の過程で制作された膨大なサンプルと
ともに強い説得力をもった。論文には、各工程における実証実験や二度にわたる熟覧調査の成果が詳細に記
録されている。当該分野からは、これまでに復元模写による博士学位研究が多数輩出してきた。その多くは
失われた図像の復元や色彩の復元を成果とするものであり、近年ではデジタルイメージングによって代替さ
れ得る危うさも有している。逆に言えば、近年の復元模写には、道具や手順といった作画工程の解明、つま
り行為の復元が期待されているということである。上杉本の復元研究に一定の成果を挙げつつ、時流に適合
した復元模写の研究手法を実践した鄭慧善の研究は、課程博士の学位授与に相当するものである。  
 
 
